
KPIマネジメントを形骸化させないための
運用プラットフォーム導入支援

～ マネジメントと現場をデータでつなぐ仕組みづくり ～

KPIマネジメントにおいて、こんな問題を抱えていませんか・・・？

KPIは設定したが

KPIは設定されているが、報告が
断片的になっていて、PDCAが
回っていない。

PDCAが回らない

管理手法がバラバラで

システムがバラバラでデータや管
理プロセスが断絶しているため、
上位指標と部門の管理指標が
連動できていない
全体が俯瞰できない。

情報がつながらない

データが散在し

関連するデータがあらゆるシステムに
散在しており、集計作業が煩雑化する
ため、分析の深堀りやアクションの検討
に時間が割けない

データ集計・加工に
忙殺されている

仕組みの柔軟性がなく

管理ツールが煩雑化していて、
環境変化に伴う管理ニーズの
変化に対応しきれない

ビジネス変化に
追随できていない

POINT 01 適切なデータモデル設計

運用プラットフォームの活用（詳細は裏ページ）▶︎

問題が発生
するのは

なぜ？

多数の企業支援で培った

KPIマネジメントのノウハウ ✖️
設計自由度が高く・デザイン性に優れた

EPM・BIソリューション

運用プラットフォームを導入する際のポイント４つをご紹介します。

その他、このような効果が期待できます。

POINT 02 作業の効率化

KPIマネジメントの管理プロセス・運用プラットフォームの構築・導入支援

POINT 03 変化への柔軟性 POINT 04 わかりやすいデザイン

エクセル管理脱却により、
付加価値作業に集中できる

データが活用され、
KPIの信頼性向上

PDCA継続・高速化で、
目標達成に前進

原因 ① ｜
指標の体系、指標間のつながりを踏まえた
管理・運用プロセスの設計が不十分

原因 ② ｜ あらゆる構造・属性のデータを取り扱う必要があり、
管理が煩雑になっている

原因 ③ ｜
KPIマネジメントの一連のプロセスを統合的に
支援するシステムがなくExcel依存になっている



KPIマネジメントプラットフォームとは

目標指標（KGI）、管理指標（プロ
セスKPI）などのデータおよび付随情報
を統合的に管理し、目標達成のための
PDCAや組織間のコミュニケーションを
効果的・効率的に回すためのプラット
フォーム

フレームワーク（基本設計）は標準化
しつつ、データモデル・画面・アラート機
能などは柔軟にカスタマイズが可能

KPIマネジメントの運用プロセスを統合的にカバーするプラットフォーム✔︎

管理軸や粒度の異なるデータを複合的に管理できるマルチキューブ構造✔︎

高度にデザインされたダッシュボード・KGI／KPIレポート✔︎

システム上でKPI設計のアセスメント（相関性分析・妥当性評価）✔︎

拡張性の高い設計思想により、スモールスタート・段階的な拡充が可能✔︎
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KPI領域における独自メソッドを確立し、多くの企業で支援実績があります。

担当者

書籍

「事業計画を実現するKPIマネジメントの実務－PDCAを回す目標必達の技術」

「KPIで必ず成果を出す目標達成の技術－計画をプロセスで管理する基本手順と実践ポイント」

過去の主な支援内容

✓ KPIマネジメントの設計・導入コンサルティング

✓ KPIの設定・活用におけるトレーニング

プログラムの提供(対現場・対管理職)

従来の弊社支援サービス 本サービスの支援領域

運用サポート・
改善・拡張

• 問合せ対応
• トラブル対応支援
• システム運用サポート
• ビジネス環境変化への
追随、機能改善

• 適用範囲拡大

移行・
本番稼働フォロー

• ユーザーサポート
• クリティカル業務の
重点サポート

• トラブル対応支援

要件定義
～システム導入

• システム利用プロセスの詳細化
• 実データ調査、機能要件整理
/プロトタイプ

• 機能設計、実装
• 機能検証、トレーニング
• 運用準備

管理プロセス構築
・システム化構想

• 管理データの全体整理
• ビジネスプロセスの特徴を
踏まえた運用プロセス設計

• システム化スコープ、
必要機能の整理

• 実現性検証/PoC
• 導入計画策定

KPI体系構築・
管理モデル設計

• 方法論の教育/研修
• 環境分析・戦略立案
• KPIの体系化
• 指標/目標水準の定義
• KPIマネジメントの運用設
計

導入支援サービスの流れ 構想から導入まで3～9ヵ月

構想から導入・運用までを一気通貫でサポート

＜機能イメージ＞ ＜導入の効果＞


